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る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
光
彩
に
包
ま
れ

て
山
は
静
か
に
冬
の
眠
り
に
つ
く
。

枯
々
の
細
枝
に
は
や
も
芽
の
動
き

角
一
　
鈴
木
　
さ
た

〔
評
〕
落
葉
樹
は
初
冬
迄
に
全
葉
を
振

る
い
落
し
て
裸
木
と
な
る
。
だ
が
、
す

で
に
夏
季
芽
ぐ
ん
で
い
た
葉
芽
、
花
芽

が
、
枯
れ
尽
し
た
か
と
見
え
る
枝
々
に

生
き
残
り
、
寒
風
の
中
に
も
日
一
日
と

逞
し
く
命
の
躍
動
を
見
せ
始
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

大
枯
木
あ
を
ぞ
ら
深
く
動
か
ざ
る

新
町
　
酒
井
　
省
三

〔
評
〕
春
か
ら
夏
に
花
を
つ
け
、
葉
を

茂
ら
せ
て
い
た
大
木
が
、
今
、
す
っ
き

り
と
裸
に
な
っ
て
天
空
高
く
聳
え
立

ち
、
深
々
と
青
空
を
被
っ
て
微
動
だ
に

し
な
い
。
大
樹
の
逞
し
さ
を
一
句
に
。

子
の
引
き
し
み
く
じ
大
吉
初
笑

夏
海
　
大
貫
千
代
子

〔
評
〕
初
詣
を
済
ま
せ
、
今
年
一
年
の

運
を
授
か
ろ
う
と
お
み
く
じ
を
戴
く
。

大
人
達
は
吉
を
最
高
に
中
吉
、
小
吉
等

で
あ
っ
た
の
に
、
最
後
に
開
い
た
幼
ナ

児
の
そ
れ
に
は
「
大
吉
」
と
あ
っ
た
の

そ
の
中
の
長
き
祈
り
や
初
詣

新
町
　
加
藤
　
宗
一

〔
評
〕
神
の
大
前
に
進
み
立
ち
、
高
々

と
柏
手
を
う
っ
て
新
年
の
祈
願
を
す
る

人
達
が
引
き
も
切
ら
な
い
。
そ
の
中
に

一
人
、
し
か
と
掌
を
合
わ
せ
た
ま
ま
、

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
止
む
こ
と
の

な
い
長
い
祈
り
の
一
途
さ
に
、
胸
打
た

れ
る
想
い
が
し
た
の
で
あ
る
。

鴨
の
陣
大
き
く
避
け
て
ゆ
く
小
舟

桜
道
　
真
田
　
静
子

〔
評
〕
渡
来
し
た
鴨
が
、
冬
凪
の
平
ら

な
湖
上
に
群
れ
、
大
円
陣
を
組
ん
で
浮

き
寝
を
楽
し
ん
で
居
る
。
折
し
も
漕
ぎ

来
た
っ
た
一
艘
の
小
舟
が
、
あ
わ
や
群

に
突
っ
込
ん
で
浮
寝
鴨
を
驚
か
す
か
と

見
え
た
時
、
ぐ
っ
と
舳
の
向
き
が
変
り
、

大
き
く
迂
回
し
て
漕
ぎ
去
っ
た
の
で
あ

る
。
舟
人
の
床
し
き
心
に
感
動
し
た
一

句
。

頂
に
光
集
め
て
山
眠
る

新
町
　
岸
和
田
和
子

〔
評
〕
紅
葉
も
す
で
に
散
り
尽
し
、
昏

く
　
乎
と
し
た
冬
山
を
擬
人
化
し
て
眠

る
と
言
う
。
落
日
が
山
の
端
に
沈
み
か

け
、
夕
映
え
が
山
頂
の
空
を
染
め
て
い

で
一
同
ど
っ
と
爆
笑
、
め
で
た
く
初
笑

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

北
風
捉
へ
沖
風
捉
へ
舞
ふ
鴎

桜
道
　
桑
名
　
渓
水

〔
評
〕
海
原
の
中
空
に
、
白
い
軌
跡
を

描
い
て
鴎
が
舞
っ
て
い
る
。
時
に
北
風

に
乗
っ
て
北
行
し
、
或
時
は
沖
風
を
捉

え
て
南
行
す
る
。
ピ
ン
と
張
っ
た
両
翼

が
風
を
截
り
風
を
捉
え
て
自
由
自
在
の

飛
翔
を
見
せ
て
い
る
。

冬
か
も
め
二
タ
重
の
虹
を
通
り
抜
け

桜
道
　
上
野
　
君
枝

目
の
限
り
海
真
青
な
る
漁
始

髭
釜
　
川
崎
　
京
子

臘
梅
の
匂
へ
る
闇
に
分
け
入
り
ぬ

永
町
　
浅
見
三
千
子

石
垣
の
狭
間
に
萌
ゆ
る
仏
の
座

東
光
台
　
田
中
　
勝
枝

枯
芦
の
騒
ぎ
は
じ
め
し
一
と
こ
ろ

髭
釜
　
岸
根
世
司
子

大
空
に
声
高
々
と
初
鴉

東
光
台
　
大
川
　
た
か

正
月
は
庄
助
さ
ん
に
な
っ
た
気
で

蔵
前
　
田
山
　
佳
風

朝
刊
に
夜
来
の
冷
え
の
あ
り
に
け
り

金
沢
　
猿
田
　
俊
子

書
き
足
し
て
又
書
き
直
す
賀
状
か
な

明
神
町
　
小
松
崎
美
代

滝口保育園　年長組共同制作
「鬼は外！福は内！」

よ

い
ち
ず

い
た
だ
き

へ
さ
き

き
　
た

え

ま
　
さ
　
お

ぼ
う
こ
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▲式典後はお楽しみ抽選会

工
芸
美
術
の
部�

内藤　稜也くん
（新町6区の2 2歳3ヶ月）

お父さん　博文 お母さん　弓子

「明るく元気に育ってね！」

大関　拓也くん・菜月ちゃん
（桜道6区　4歳4ヶ月・1歳11ヶ月）

お父さん　浩行 お母さん　真弓

「けんかばかりするけど、妹おもいのお兄ち

ゃんです。」

ないとう りょうやおおぜき たくや なつき

知事賞
「造形（抱）」
（レザークラフト）
小滝　泰子

町長賞
「花器」
（陶芸）
山戸　紀子
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ありま博士の
わくわく科学教室

消防出初め式

1月14日、わくわく科学館において、元文部大臣兼科学技術庁

長官の有馬朗人名誉館長をお招きして、「ありま博士のわくわく科

学教室」が開催されました。大人を対象にした第一部の講演と、

小･中学生を対象とした第二部の科学教室に大勢の方々が参加しま

した。

「理科離れが懸念されている日本の子どもたちであるが、世界の

レベルから見れば決してそんなことはない。飲み込みの早い子には、

その能力をもっと伸ばすような、理解するのに時間がかかる子には、

丁寧にきめ細かい指導をしてあげて欲しい。そして子どもたちが努

力をしたら、そのことに対してもっと褒めてあげて欲しい。」日本

の教育制度のあり方と、子どもたちの科学する心を思う有馬名誉館

長の言葉に、参加したみなさんは熱心に耳を傾けていました。

ありま博士の
わくわく科学教室

消防出初め式
1月7日、大洗港第4埠頭イベントバースにて新年恒例

の消防出初め式が行われました。町内各地域の消防団員、

婦人防火クラブ員関連団体の方々が一堂に集まり、訓辞

や報告、機械・機具の点検や放水試験が行われ、住民の

安全な生活を守るために、日々の鍛錬の成果を発揮して

いました。

冬場は空気が乾燥し、小さな出火が大きな火災になり

かねません。私たちも安全に暮らせるように日頃から注

意するように心がけましょう。



井川選手の野球教室
1月12日、大洗一中グランドで、阪神タイ

ガースの井川慶投手を迎えた野球教室が開かれ

ました。町内の小・中学生を始め、旭村や鉾田

町のスポーツ少年団も参加し、150人を超え

る子どもたちが集まりました。大洗町野球スポ

ーツ少年団出身の井川選手の野球指導に、後輩

たちは緊張しながらも、現役プロ野球選手の一

挙一動を見逃すまいと真剣に取り組んでいまし

た。

井川選手の野球教室
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おめでとう！大洗町成人式おめでとう！大洗町成人式
1月13日、大洗文化センターにおいて大洗町成人

式がおこなわれました。今年度は249名の新成人が

誕生し、普段、着慣れないスーツやあでやかな振袖に

身を包んだみなさんが、気持ちを新たに大人の仲間入

りをしました。各地では新成人のマナーの悪さが紙面

をにぎわせていますが、当町では落ち着いた雰囲気の

中、厳かに式典がとりおこなわれ、「これからは成人

としての自覚と人間としての強靭な心を確立し、地域

社会の発展に貢献できるよう自己の形成に努めること

を誓います。」と新成人代表の今関一樹さんが宣誓し

ました。

「巌の身」大洗町少年少女剣道錬成大会「巌の身」大洗町少年少女剣道錬成大会
平成13年12月16日、総合運動公園体育館において第

2回大洗町少年少女剣道錬成大会がおこなわれました。水

戸市やひたちなか市、大子町などから約30チームが参加

し、団体のリーグ戦で白熱した試合をくりひろげました。

小学校低学年の部では、大洗町体協剣道部Aチームが、日

ごろの鍛錬の成果を発揮し、2位に入る健闘ぶりを見せま

した。

いわお み

おごそ
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問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
１
４
１
）

INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�
平
成
13
年
中
に
営
業
や
農
業
、
年
金
、

そ
の
他
各
種
所
得
の
あ
る
方
が
対
象
で

す
。収

入
の
な
い
方
も
国
保
税
、
介
護
保

険
料
、
保
育
料
な
ど
の
算
定
の
資
料
と

さ
れ
ま
す
の
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
住
民
税
の

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
事
務
の
電
算
化
に
伴
い
、
役
場
で
の

受
付
の
み
と
な
り
ま
す
。

○
申
告
書
は
会
場
（
税
務
課
窓
口
）
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
関
係
書
類

の
み
送
付
い
た
し
ま
す
。

☆
交
通
手
段
の
な
い
方
の
た
め
に
次
の

と
お
り
車
の
送
迎
を
行
い
ま
す
。

住
民
税
の
申
告
期
間
は

２
月
18
日
〜
３
月
15
日
で
す

平
成
14
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
固

定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間
／
３
月
１
日
（
金
）
〜
20
日
（
水
）

閉
庁
日
は
除
く

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所
／
税
務
課

対
象
／
資
産
所
有
者
、
納
税
管
理
人
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
代
理
人

持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
（
代
理
人
は
所

有
者
の
委
任
状
も
必
要
で
す
）

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
１
４
４
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

第
23
回
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
定
期
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
２
月
17
日
　
午
後
２
時
開
演

場
所
／
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無
料

演
奏
内
容
／

第
一
部
　
行
進
曲
等

第
二
部
　
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

（
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
）

第
三
部
　
千
と
千
尋
の
神
隠
し
　
他

お
ま
わ
り
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト

大
洗
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚

貝
類
や
特
産
品
の
干
物
を
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
お
い
し

い
食
べ
方
の
ご
紹
介
や
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
３
日
（
日
）

よ
っ
と
い
で
！

大
洗
お
さ
か
な
市

農協会館前�

松川集落センター前�

神山集落センター前�

角一集会所前�

祝町集会所前�

送迎場所� 期　　日� 時　　間�

2月13日（水）�

�

2月14日（木）�
�

2月15日（金）�

午前9時30分発�

午後2時発�

午前9時30分発�

午後2時発�

午前9時30分発�

那珂川と御前山県立自然公園の区域内にあるグリーン桂

｢うぐいすの里｣は、大自然に囲まれた丘陵地帯にあります。

広いグランドでの野球やサッカー、テニス、プールで汗を流

し、高台の展望風呂でくつろぎ、バーベキューに舌鼓を打ち、

星空を眺めながらの宿泊と1日中楽しめます。ご家族、グル

ープでご利用ください。

■スポーツ施設

野球場　　　　2面

テニスコート　8面

プール　　　1ヶ所

遊具（滑り台、アスレチック、

ブランコ、集合遊具）

■展望風呂（男・女）1棟

予約・問合せ グリーン桂｢うぐいすの里｣管理事務所

@289-4321

桂村総合野外活動センター
グリーン桂｢うぐいすの里｣2月1日予約受付開始

■宿泊施設

ケビン（4人用）10棟 （8人用）2棟

バンガロー（4人用）8棟

スペース･キャビン（4人用）4棟

持ち込みテント　14区画

バーベキューハウス（1棟）17炉

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所
／
大
洗
港
魚
市
場

内
容
／
干
物
の
試
食
・
展
示
即
売
会
、
鮮

魚
即
売
会
、
お
さ
か
な
ク
イ
ズ
、

早
食
い
競
争
、
郷
土
芸
能
な
ど

共
催
／
水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産

物
仲
買
人
協
同
組
合
、
漁
業
協

同
組
合
、
観
光
協
会

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
３
３
１
）

大
洗
お
さ
か
な
フ
ェ
ア

開
催
期
間
中
に
大
洗
町
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
・
民
宿
・
保
養
所
に
宿

泊
さ
れ
ま
す
と
、
旬
の
美
味
し
い

魚
料
理
が
堪
能
で
き
、
さ
ら
に
お

土
産
「
大
洗
特
選
こ
だ
わ
り
の
干

物
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

期
間
／
２
月
20
日
〜
３
月
21
日

問
合
せ
／

県
警
察
本
部
総
務
課
広
報
広
聴
室

音
楽
隊
係
　
@
（
３
０
１
）
０
１
１
０

（
内
線
２
５
２
５
）

県
警
察
音
楽
隊@

（
３
０
１
）
７
０
１
８

お
年
寄
り
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
の

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ラ
イ
フ

ョ
ン
や
趣
味
の
活
動
を
行
い
、
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
ご
利

用
の
際
は
ケ
ア
・
タ
ウ
ン
号
で
送
迎
い

た
し
ま
す
。

《
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
》

対
象
者
／

○
要
介
護
認
定
で
対
象
外
と
な
っ
た
65

歳
以
上
の
方

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

○
昼
間
、
独
居
の
高
齢
者

○
高
齢
者
世
帯

日
時
／
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

☆
希
望
日
を
選
べ
ま
す

場
所
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

町
内
各
集
会
所

料
金
／
１
回
３
０
０
円

☆
昼
食
や
活
動
に
必
要
な
材
料

費
は
実
費
で
す

問
合
せ
／
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

@
（
２
６
６
）
３
０
２
１
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　納付書の取り扱いが変わります�
　現在、役場から送付されている国民年金保険料の納付書は、平成14年4月の保険料から社
会保険庁より送付されます。�
�
�
�
�
�
　納付書の再発行や分割納付のご相談などお問い合わせは、水戸南社会保険事務所までお願
いします。@227－3251�
�
　サラリーマンの奥さんなどの「第3号被保険者」の届出先が変わります�
　現在は役場で手続きをしていますが、平成14年4月1日以降は、配偶者の勤務先の事業主を
通じて社会保険事務所に届出書を提出することになります。手続きは、健康保険の被扶養配
偶者の届出と同時に行います。�
�
　保険料の納付方法が変わります�
　平成14年4月より社会保険庁から直接個人あてに納付書が送られます。これに伴い、保険
料は個人で納付することになります。保険料を納めるには口座振替が便利です。�
�
�
※役場出納室、常陽銀行役場派出所ではお取り扱いできませんのでご注意ください。�

国民年金の取り扱いが変わります�4月から�

取り扱い窓口� 全国の銀行、郵便局、農協、漁協、信用組合、信用金庫、労働金庫�

　　　　　平成14年3月まで�
現年度分の納付書→役場が発行�
過年度分の納付書→社会保険事務所が発行�

　　　　　平成14年4月から�
現年度分の納付書　

社会保険庁が発行
�

過年度分の納付書�
→�
→�

厚
生
年
金�

基
　
　
金�

厚生年金�
保　　険�
：会社員�

国民年金�
基　　金�
：自営業者�

共済�
組合�
：公務員�

国民年金（基礎年金）：全国民�

公
的
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
保
険
、
共
済
組
合
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
全
国
民
が
加
入
す
る
制
度

で
、
基
礎
年
金
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

会
社
員
や
公
務
員
は
、
国
民
年
金
と
厚

生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
し

て
お
り
、
基
礎
年
金
と
報
酬
比
例
年
金
の

給
付
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自

営
業
者
な
ど
の
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
と
し

て
、
国
民
年
金
基
金
制
度
が
あ
り
、
厚
生

年
金
保
険
の
上
乗
せ
と
し
て
、
厚
生
年
金

基
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
の
目
的
の
一
つ
は
、
終

身
に
わ
た
り
基
本
的
な
老
後
生
活
を
経
済

面
で
確
実
に
保
証
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
少
な
く
と
も
５
年
に
一
度
、

年
金
額
の
見
直
し
を
行
い
、
完
全
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
を
導
入
し
て
、
年
金
の
実
質
的

価
値
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

保険料の納入期間が25年以上あ
る方が65歳から受けられます。�

国民年金に加入している期間に
1･2級の障害者となり、一定の納付
要件を満たしているとき支給されます。�

国民年金の被保険者であった方
が死亡し、一定の納付要件を満た
しているとき遺族に支給されます。�

年額：804,200円（20～60歳の
期間、もれなく保険料を納め、
65歳で受給した場合）�

年額：1,005,300円（1級）�
　　　　804,200円（2級）�

年額：804,200円�
　　　1,035,600円（子１人）�
　　　1,267,000円（子２人）�

老齢基礎年金� 障害基礎年金�

基礎年金の種類�
遺族基礎年金�

公
的
年
金
の
し
く
み
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Q. �
A. 

介護保険で家事援助サービスを利用したいのですが、どのような種類がありますか？�
介護保険で利用できる訪問介護サービスには、訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者の自宅を訪問し
て、食事や排せつ、入浴などの介助を行う身体介護サービスと掃除や洗濯、食事の準備や調理などを行
う家事援助サービスがあります。�
�

 身体介護サービス�

　世帯や家族の状況にかかわらず利用できます。�
�
 家事援助サービス�

　家事援助サービスを利用できるのは、次のような場合に限られます。�
①利用者が一人暮らしの場合�
②利用者の家族等が障害や疾病等の場合�
③利用者の家族等が障害や疾病でなくても同様のやむを得ない事情により家事が困難な場合�
　また、原則として次のようなサービスは支給の対象とはなりませんのでご注意下さい。�

介護保険について学ぼう！�

【要介護者本人に対する直接の�
援助とは考えにくいサービス】�

�
　本人よりも家族に対するサービスにな
りやすい行為、家族が行うことが適当で
あると思われる行為が該当します。�
○本人以外の衣服の洗濯、食事の用意、
　買い物、布団干し�
○おもに本人が使用している部屋以外の
　掃除�
○来客へのお茶出し、食事の手配などの
　応接�
○自家用車の洗浄や清掃など�

【本人の日常生活の援助とは考えにくいサービス】�
　あえてホームヘルパーが行わなくても本人の日常生活に支障が
生じないと判断される行為が該当します。�
○草むしり�
○花木の水やり�
○犬の散歩などペットの世話など�
　日常的に必要な家事をサポートするという範囲を逸脱するもの
　と判断される行為が該当します。�
○家具や電気器具などの移動、修理、模様替え�
○大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけ�
○家屋の修繕、ペンキ塗り�
○植木の剪定などの園芸作業�
○正月、節句といった年中行事など、特別な機会のためにとくに
　手間をかける調理など�

心
配
ご
と
相
談

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

☆
第
１
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

@
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
館
日
／
２
月
11
日
（
月
）・
18
日
（
月
）

25
日
（
月
）

３
月
３
日
（
日
）・
４
日
（
月
）

11
日
（
月
）

貸
出
期
間
／
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

貸
出
期
間
／
２
週
間
（
１
人
３
冊
）

固定資産税（第4期）

国民年金（2月分）

下水道受益者負担金（第4期）

納期は2月28日までです。

今 月 の

納

税

町の人口と世帯
（1月1日現在）

人　口　19,805人　（－32）

男　　 9,811人　（－07）

女　　 9,994人　（－25）

世帯数　　6,714世帯

転入 029人　　転出 051人

出生 012人　　死亡 022人

曜�

土�

日�

日�

土�

日�

23�

3�

10�

16

無　料�

関係者�

無　料�

有　料�

ホール�

ホール�

ホール�

ホール�

14:00�

9:00�

14:30�

18:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

2�

�

3

磯浜小吹奏楽部・定期演奏会�

滝口保育園・みんなの発表会�

クレージュ・定期演奏会�

南こうせつコンサート�

� � �

入場方法�開催場所�開始時間�

図書室 相　談
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今
年
20
回
を
迎
え
た
、
県
主
催
の

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト
２
０
０
１

い
ば
ら
き
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
３
回
の
事
前
研
修
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
課

題
研
究
と
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
の

テ
ー
マ
別
研
究
を
行
い
、
昨
年
９
月

５
日
か
ら
15
日
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
、
ド

イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
３
ヶ
国
を
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
女
性

会
議
に
出
席
し
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
フ

ォ
ス
教
授
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
正
職
員

が
、
単
に
労
働
時
間
の
長
短
の
み
の

違
い
だ
け
で
、
そ
の
他
の
面
で
は
同

等
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
を

受
け
、
日
本
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
対
す
る
認
識
の
低
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

教
育
を
テ
ー
マ
と
す
る
班
の
一
員

と
し
て
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
の
シ

ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
は
、
個
性

豊
か
な
人
格
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、
知
識
を
詰
め
込
む
だ
け

で
な
く
、
頭
・
心
・
手
（
技
能
）
の

調
和
を
重
ん
じ
る
教
育
を
行
っ
て
お

り
、
大
変
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。

フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
美
し
い
ノ
ル
ウ
ェ

ー
・
オ
ス
ロ
で
受
け
た
説
明
は
印
象

深
い
も
の
で
し
た
。
政
治
の
場
に
お

け
る
女
性
の
占
め
る
割
合
が
、
日
本

と
比
べ
る
と
と
て
も
高
く
、
県
会
議

員
全
体
の
約
40
％
、
国
会
議
員
で
も

男

女共
同参画社会

Vol.14

約
36
％
が
女
性
議
員
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
国
民
の
政
治
へ
の
関
心
も
高

く
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
総
選
挙
の

投
票
率
が
74
％
で
過
去
最
低
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
確
か
こ
の
前
の

茨
城
県
知
事
選
挙
は
30
％
に
満
た
な

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
私
た
ち

も
も
っ
と
政
治
に
目
を
向
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
問
し
た
先
々
で
女
性
が

政
治
の
世
界
へ
か
な
り
進
出
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
オ
ラ
ン

ダ
・
ラ
イ
デ
ン
市
の
副
市
長
（
助
役
）

は
31
歳
の
女
性
、
隣
の
リ
ッ
セ
市
長

も
女
性
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
女
性

も
責
任
あ
る
言
動
で
政
治
に
参
加

し
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
、
人
に

優
し
い
政
治
を
行
え
る
基
盤
を
作
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

中
身
の
濃
い
11
日
間
の
研
修
中
、

訪
問
各
国
の
社
会
全
体
が
「
男
は
外

で
働
き
、
女
は
内
で
家
事
や
育
児
を
」

と
い
う
考
え
方
か
ら
男
女
共
同
参
画

の
意
識
に
変
化
し
、
す
で
に
実
践
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
を
迎
え
る
私
た
ち

の
社
会
で
は
、
女
性
が
社
会
参
加
す

る
上
で
、
必
ず
パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
環
境

の
整
備
、
改
善
も
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
こ
の
フ
ラ

イ
ト
に
参
加
し
て
得
た
、
貴
重
な
経

験
と
仲
間
と
の
出
会
い
を
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
活
か
し
て
生
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「ハーモニーフライト いばらき
2001」に参加して

長谷川　恭子

〔参加団体〕アートフラワー　アイアンキッズ支援隊　生け花　囲碁の会　磯節　絵手紙　大洗書道クラブ　大洗短歌会　大洗町ウォッチング　絵画
クラブ　漁協婦人部　元気っ子講座　高校生会　コールさざなみ　混声合唱しおさい　サイエンス研究会　JA水戸大洗支店　七宝　実用書道クラ
ブ　シニアダンス　ジャーマンポプリ　手話サークル｢マリーン｣　手話入門　初心者書道　シルバーセミナー　水墨画会　すくすく　そばがら会　
そばはなクラブ　太極拳　地球人コミュニケーション　ちぎり絵　茶の湯　町民吹奏楽団　手編グループ　手打ちそば　陶芸教室　陶遊会　トール
ペイント　ドレミファキッズ　パートナーセミナー　ハーブ教室　ビホ健康体操　冬みかん　フラダンス教室　ボランティアにチャレンジ　松と竹の
アンサンブル　松ぼっくり　祭ばやし大洗　レザークラフト　図書室　生涯学習課�

公民館から生きがいをプレゼント！�

第3回生涯学習フェスティバル�
とき：3月3日（日）10:00～�

�

　〔大ホールの発表〕�
13:00～�
・太極拳・ビホ体操�
・英語歌・コーラス�
・手話歌�
　・フラダンスなど�

〔公民館の体験〕�
・手打ちそば、�
  ちぎり絵、�
  手編みにチャレンジ�
・タイムスリップ写真�
  館・古本市など�

おいしいもの�
いっぱい！�
いろんな�
お店� アイアンキッズ�

のアウトドア�
クッキング�

・スタンプラリー�
・ストラックアウト�
・パークゴルフ�
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ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。�

www.net-ibaraki.ne.jp/oaraiaqm

〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕�

9:00～19:00�

9:00～17:00

3月21日～9月1日�

9月 2日～�

アクアワールド大洗の魅力ô�アクアワールド大洗の魅力ô�アクアワールド大洗の魅力ô�

オ ー シ ャ ン ゾ ー ン �

　このゾーンでは、子どもから大人

まで大人気のイルカやアシカ、オタ

リア、フンボルトペンギンが登場しま

す。イルカやアシカたちのショーが

おこなわれる｢オーシャンシアター｣は、

雄大な太平洋を背景に、自然と一

体化した開放的な明るい空間で、ダ

イナミックなショーをお楽しみいただ

けます。海側は全面ガラス窓になっ

ており、季節によっては窓を開閉し、

自然との一体感を満喫できます。また、シアターの下には、水中でのイルカの様子が観察

できる｢アクアホール｣があり、まるで環境映像を見ているかのような癒しの空間を演出して

います。�

・料金は消費税が含まれています。�

・団体は20人以上です。�

・幼児は3歳以上です。�

・学校特割とは、保育所、幼稚園、�

小・中学校の学校行事として利用�

する場合です。�


